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＜第3章＞ ポストモダニズム

ポストモダン状況において、根源よりも表層、綿密な作業よりもコラージュ、作り上げられた外観よりも重ね合わされ引用されたイメージ、そしてすっかり完成した文化的作品よりも崩壊した時間・空間感覚への傾倒が見られるようになった。その結果、芸術が大衆に寄り、思考の民主化が進んだ。

本章では、「ポストモダニズムを自立的な芸術的動向と読み取るべきではない」とする著者が多様でつかみにくいポストモダニズムを理解するために、モダンとポストモダンを区別する、「感情構造における深遠な変化」について言及している。

差異の理解

· ローカルな決定論

· 他者性

· 多元主義

→ポストモダンはマイノリティ運動全体に与える解放の可能性と共に差異や他者性の理解に初めて目を向けさせた。

コミュニケーションの変化
· 脱構築

· モンタージュ

→一義的でもなければ、永続的なものでもない意味を生み出す。断片が生産から消費へ移動。

時間的秩序の崩壊

· 分裂症…シニフィアン（表現）の断絶状態

· 瞬間性…スペクタクル、ハプニング、メディアイメージの強調。

→深層の喪失、意識的に反アウラ的、反アヴァンギャルド的であり、すべての者に開かれたメディアの探求。

＜第四章＞　都市のポストモダニズム：建築とアーバンデザイン

本章では、ポストモダニズムがアーバンデザインにおいてどのように表現されるかについて、具体例を用いて、詳細な検討をしている。

戦後のモダニズム
モダニズム批判

· レオン・クライアー…単一的なゾーニング、反エコロジカル

· J.ジェイコブス…戦後復興の都市計画は「的外れ」、「役立っていない」

※著者、D.ハーヴェイは、モダニズムについて全てを批判の対象とすべきではないと述べ、成功面についても言及している。

ポストモダン建築について

· 嗜好文化、ポピュリズム、市場志向、象徴資本という展開において高度に差異化

· 折衷主義（特に地理的、歴史的引用からなる折衷主義）

· スペクタクル、シンボルとしての役割。新しい感覚の都市ニーズ

→ポストモダニズムにおける分裂症的効果は全て意識的に表現され、空想的世界の探求というような感覚を伝えている。それは統制の効かない世界を映し出そうとする試みである。

＜議論点＞

ヴェンチューリは「人々が望むものを人々に与えることに何ら間違いはない」と述べたが、象徴資本と象徴的な豊かさの市場化に伴う「急速なジェントリフィケーションと単調なその結果（p.114）」が生み出す、「モダニズムとほぼ同一の、一連の単一的な様相（p.113図）」は、画一化を批判するポストモダニズムにおいてどのように説明されるのであろうか？結局、ポストモダニズムの理念は大衆ではなく富裕層（権力）と結びつくものであったのだろうか？

以上の点について議論したいと思います。

